




当会は、近畿大学原子力研究所と共催で、主に中
学校の理科教員を対象として、「原子炉実験・放射
線教育研修会」を毎年夏休みに開催しています。

平成 24（2012）年度から中学校理科において学習
指導要領に放射線教育が導入されたことを受け、学
校の授業で役立てていただくことを目的とし、近畿
大学の先生方による放射線の基礎知識、健康影響等
に関する講義のほか、環境放射線の測定や原子炉見
学実習など、２日間にわたって、放射線と原子力に
ついて科学的に学べる内容となっています。

特に授業での実践を促進するため、放射線教育
経験者による「放射線教
育に関する実践例の発表
と意見交換」をカリキュ
ラムに含めており、今年
は秋津 裕氏（エネルギー
リテラシー研究所 代表）、 
高畠勇二氏（全国中学校
理科教育研究会支援セン

＜ 11 月 5 日（月）京都府内中学校＞
中学校３年生の理科の授業の一環として講師の

派遣依頼を受け、放射線の講義と霧箱実験教室を
実施しました。

放射線の基礎知識から利用に至るまでのお話を
中学生の生活空
間に身近で想像
し関連付けられ
るようお話しい
ただき、生徒の興
味を惹きつけて
いました。

教員対象　原子炉実験・研修会開催報告
（近畿大学原子力研究所、関西原子力懇談会　共催）

放射線教育支援事業「霧箱実験教室」開催報告

近畿大学原子力研究所と共催で「授業に役立つ放射線教育研修会」を７〜８月に２回開催。
中学校の教員を中心に、小学校、高等学校の教員等 24 名に参加いただきました。

当会は、近畿２府４県および福井県内の学校教員と教育関係機関を対象に放射線教育支援事業とし
て、放射線測定器の貸出や、放射線副読本の提供のほか、講師派遣を実施しており、このたび「霧箱
実験教室」の講師派遣を２件実施しました。
＜ 10 月 20 日（土）関西医科大学

　「ひらめき☆ときめきサイエンス」＞
関西医科大学での、次世代層に向けた放射線医

学の啓発イベントにおいて、霧箱実験教室を実施
しました。

医学に興味を持つ中高生約 30 名に、放射線の
基礎に関する
講義と霧箱実
験教室を実施
し、医学関係
者や保護者と
ともに、大変
盛り上がるイ
ベントとなり
ました。

ター）に放射線教育の豊富な実践経験に基づく貴重
なお話をいただきました。

参加者自身が実際にどのように授業が展開できる
か、生徒達に伝えるか
を具体的にイメージす
るきっかけとなり、参
加者アンケートでも「生
徒に教える自信ができ
た」と回答した参加者
が約 80％となる等、有
意義な研修会となりま
した。

講師：京都大学　複合原子力科学研究所
　　　助教　佐野忠史氏

講師
　近畿大学 理工学部
　教授　渥美寿雄氏

環境中の放射線測定 高畠勇二氏（全国中学校理科教育研究会支援センター）

秋津 裕氏
（エネルギーリテラシー研究所 代表）
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私こと、本年 6 月より日本原子力学会関西
支部長を務めることになりました。原子力学
会は入会して今年で 36 年ですが、支部活動
への参加は平成 9 年、当時神戸商船大学の
小田啓二先生の呼びかけで動き出した原子力
オープンスクール活動からになります。この
際、「比較的若手」ということで集まったメ
ンバーも、現在はそれぞれの所属で最年長の
年齢となりました。この運営グループである

「かんさいアトムサイエンス倶楽部」は、世
代交代して、やはり同様に比較的若手に引き
継がれているものの、昨今の大学を取り巻く
環境から、超多忙な中で活動をしていただい
ていること、頭の下がる思いです。この間、
原子力や放射線の理解促進・知識普及を掲げ
た方向性は一定しているものの、取り巻く環
境は「逆風」、「順風」、「超逆風」と変遷し、
それに対応すべく活動を行っております。私
自身も、このオープンスクール参加をきっか
けに、関原懇はじめ、原文財団、放振協など
の諸機関が行われる活動にも関わらせていた
だきました。

原子力が社会において必要であるからこ

そ、逆風の中であればあるほど、知識普及活
動と実際にその技術を担う人材育成の重要性
が際立ってきます。福島原子力発電所事故か
ら既に 7 年になりますが、原子力分野に携わ
る者として、その反省とともに安全・安心の
担保と将来の姿について議論を深めていかね
ばならないと思っています。子供の頃、テレ
ビや雑誌で登場した多くのヒーローたちはも
ちろん、宇宙船や飛行機、そして自動車です
ら原子力で動いていました。また 40 数年前、
大学で学ぶ分野として夢を感じて選択したの
が原子力工学でした。次の世代に向けて、こ
れからの原子力にいかに夢を描き、夢を現実
につなげていくか、いかに魅力をアピールし
ていくか、皆さんと一緒に考えていきたいと
思っています。関西支部が夢と魅力の発信源
になれれば、というのが現在の思いです。

これまでに増して、ご理解
とご支援を賜りますようお願
いいたします。

福井県若狭地域（敦賀市以西）の名所（風景）をにじみ絵風のイラス
トで表現したカレンダーを 20 名様にプレゼントいたします。

ご希望の方は、次の①～⑥をご記入の上、お申込みください。
当選者の発表は、カレンダーの発送をもってかえさせていただきます。
【お申込必要事項】 ①郵便番号　②住所　③氏名　④年齢　⑤電話番号
  ⑥本紙のご感想・ご意見
【応募先】 ハガキ：〒 550-0004 大阪市西区靱本町 1-8-4　　 関西原子力懇談会　カレンダー係
 E メール：info@kangenkon.org　　 件名「関西原子力懇談会　カレンダー係」
【締　切】 12 月 14 日（金）（ハガキは当日消印有効）
　　　　　　　※ご記入いただいた個人情報は本件以外の目的で使用しません。

2019 年関原懇カレンダー

今
後
の
行
事
予
定

PAI2020 検索

当会は日本原子力産業協会と共同で、大学生等を対象に、原子力産業界
の合同企業説明会「PAI 原子力産業セミナー」を開催しています。

来年３月開催のプレイベントとして、10/20（土）に福岡 ･ 博多にて、企
業と学生との座談会形式による「エネルギー ･ インフラ業界研究セミナー」
を開催、企業 19 社 ･ 学生 74 名が参加し、熱心に対話 ･ 交流が図られました。

2020 年卒の大学生等を対象とした本イベントは、東京会場 来年 3/3（日）、
大阪会場 3/6（水）に開催いたします。

先生方におかれましては、学生の方々に是非ご案内をお願いいたします。
詳細は、ホームページでご覧ください。
（https：//job.rikunabi.com/media/energy/people/04.html）

※東京会場
のみ

「PAI 原子力産業セミナー 2020」ご案内

プレゼント

PAI 原子力産業セミナープレイベント （福岡・博多）

原子力に夢と魅力と活力を

当誌は再生紙を使用しています。
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日本原子力学会
　関西支部長　　渥美　寿雄

（近畿大学　理工学部電気電子工学科　教授）


